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ような単調クラスの問題ではなくて弱単調クラスの問題が登場してくる O 本論文はThompson(1971)， 
Shyryaev (1973)， Irle (1979)などにより弱単調クラスの最適停止問題に関して得られた基本的結果
を①底流する確率過程，②手IJ得過程の構造，③最適化の基準についての種々の変化と拡張を試みている。
第E章において著者は本論文全体を通じて 1つの基本的定理 (pp.12--17の定理 1，系 1および系 2) 
を証明しているが，これは利得過程に対するminimalsupermartingaleの構成に関するもので， Ross 
のいわゆる ILAルール(1971)やIrleの定理(1979)を拡張している O 第m章においてはdisorder
problemをPoisson過程および拡散過程に対して扱い，それぞれの問題に対してminimalsupermart-
ingaleの構成例を示している O 第IV章では拡散過程のimpulsivecontrolを論じている O 例えば商品の
在庫管理，ダムの取水量制御などは負のdriftをもったWiener過程の上のimpulsivecontrolであり，
制御レベルはある与えられた定水準より大きくなければならず，一方その超過量につきとつに増大する
operation costがかかる O 制御は頻繁過ぎてもいけなし、oIV章第1節では制御基準を長時間平均コスト
の期待値最小にとって最適制御を求めているO 第2節で、はWiener過程のdrift μが未知の場合に過程
を経時的に観察してゆくうちに未知母数の推定を行ない，それを制御にとり込んでゆく過程においてあ
る意味での一致性をもっ制御を導いている o (p.l08の定理2) 
以上を総合して，本論文は特に連続時刻の最適停止および制御問題に関して多くの新知見を加えてお
り，博士論文として価値あるものと認める O
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